




















昭和 36 年 9 月 30 日
工学研究科応用化学専攻




















第 2 編は FIA 法を利用したコールターノレ系軽油成分の分析法について記述した。すなわち，置換展開
クロマトグラフィによる試料巾の飽和炭化水素の濃縮と，濃縮油の FIA 分析によってタール系軽油中の
微量飽和炭化水素を定量する方法を確立し，この方法を本邦ターノレ系軽油製品に適用し，その平均品質を





































































れを第 2 編記述のようなタイフP1j U分析法として利用する場合とならんで，吸着剤として使用せられるシリ
カゲ、ルが優れた分別性能の外にオレフインを重合せしめるような能力を持たないことが必須条件である。
著者は第 1 編記述の理論より分別性能を見掛けの選択吸着量と単位保持液量で表わす関係式を誘導し，












に表現し，さらに， 2 成分の混合物から，それぞれを分別するに必要な吸着剤の最少量量をも，乙の 2 種
の特性値で表わす関係式を提案した。乙の関係式は同時に吸着剤としてのシリカゲルの分別性能の判定に
重要な基準となるものである。さらに，著者は，上記の理論的考察の結果に従って，コーノレターノレ系軽油
製l日中に含まれている極めて微量の飽和炭化水素の定量法を考案し，その優秀性と精度とを実験的に確認
したことは，乙の方法を利用して多種多様のコールタール系製品の品質判定，組成の解明を容易ならし
め，かつ，吸着分析用シリカゲ、ルの製造を可能ならしめたことと相倹って，学術 Lならびに工業上に貢献
するところ多大なものがある。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-416~ 
